
235
4 1

平成27年（2015年）

No.
235

ＣＯＮＴＥＮＴＳ
平成27年度　緊急経済対策住宅リフォーム促進事業
補助金の案内��������������������������� P2〜3
●市役所の組織・機構の改編����������������������������P４～５
●まちかど特派員のページ��������������������������������P１１
●であいこうか　Ｊリーグ京都サンガF.C.�奥川雅也選手�������P１３
［写真：ミシガン州の中学生が行政情報番組『きらめきこうか』に出演（関連
記事は１３ページ）］



びわ湖材
　滋賀県産木材である『びわ湖材』を
床や壁等の仕上げ材として10㎡以上、
または構造材として1㎥以上使用した場
合、限度額を5万円引き上げます。

①②③で最大25万円の補助
④で最大20万円の補助が

受けられます。
※�使用するびわ湖材は、市内のびわ湖材取扱認
定事業体に登録された業者に限ります。

　

補
助
金
は
商
品
券
と
現
金
口
座
振
り
込
み
の
２
回
に

分
け
て
お
支
払
い
し
ま
す
。

１
．交
付
決
定
額
の
１
/
２
を
甲
賀
市
商
工
会
が
発
行
す

る
商
品
券
で
交
付
し
ま
す
。�

（
交
付
決
定
～
８
月
末
頃
）

２
．工
事
完
了
後
、
補
助
金
額
を
確
定
し
、
交
付
確
定
額

か
ら
、
商
品
券
に
よ
る
支
払
済
み
額
を
差
し
引
い
た

残
額
を
現
金
に
て
口
座
振
り
込
み
し
ま
す
。�

（
工
事
完
了
・
交
付
確
定
後
～
１
カ
月
以
内
）

※�

商
品
券
交
付
後
に
、
交
付
決
定
の
取
り
消
し
・
変
更
が

生
じ
た
場
合
は
、
対
象
金
額
を
返
還
い
た
だ
き
ま
す
。

※�

商
品
券
が
使
用
可
能
な
店
舗
に
つ
い
て
は
、
商
品
券

交
付
時
に
資
料
を
添
付
し
ま
す
。（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

デ
ー
タ
を
随
時
更
新
）

※�

商
品
券
の
使
用
期
間
は
、交
付
日
か
ら
平
成
28
年
1
月

31
日
ま
で
で
す
。

陶
業
後
継
者
育
成

�

修
学
資
金
の
貸
与
制
度

　
平
成
27
年
度
の
修
学
資
金
貸
与
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
就
学
機
関

　

�

デ
ザ
イ
ン
ま
た
は
窯
業
に
関
す
る
技
術
、
技
能
な
ど
を
養

成
す
る
機
関

■
貸
与
期
間　

２
年
以
内

■
貸
与
額

　

月
額
10
万
円
を
限
度
と
し
て
無
利
子
で
貸
与
し
ま
す
。

■
貸
与
条
件

　

�

修
学
終
了
後
、
引
き
続
き
５
年
以
上
、
信
楽
焼
・
八
田
焼

の
関
連
事
業
所
に
就
業
し
よ
う
と
す
る
方
で
高
等
学
校
卒

業
ま
た
は
同
等
の
学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
方

■
資
金
返
還

　

�

貸
与
を
受
け
た
修
学
資
金
は
、
卒
業
後
５
年
以
内
に
50
％

（
家
業
に
就
く
方
は70
％
）を
返
還
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
請
期
限　

４
月
17
日（
金
）

■
申
請
に
必
要
な
書
類

　

�

所
定
の
申
請
書
・
在
学
証
明

書
・
修
学
に
必
要
な
経
費
報

告
書
・
作
文

■
選
考
方
法

　

�

面
接
等
を
実
施
し
、
審
査
会

で
採
否
お
よ
び
貸
与
額
を
決

定
し
ま
す
。

問い合わせ
申し込み

商
工
政
策
課　
商
工
業
振
興
係

☎
６
５‐０
７
０
９
／

６
３‐４
０
８
７

新しい甲賀の魅力創出

地域特産品開発事業補助
　地域特性を活かした特産品の開発や販売促進などに必要な経費に対して、経費の一部を補助します。
■補助対象事業者
　市内で１年以上事業を行う、法人または個人
■補助対象事業
　他の補助金の対象となっていない次の事業
　①�特産品の開発または既存の特産品を改良し、新し
く商品化する事業

　②�特産品の製造について、甲賀市で生産する原材料
を使用し、商品化する事業

　③�商品または商品名が甲賀市の魅力を発信できるも
のを商品化する事業

■補助率等
　補助金額　補助対象経費の１／２以内
　補助金限度額　�新規商品の開発事業…５０万円� �

既存商品の改良事業…１０万円
　※１事業につき１回限り
■募集期間
　４月１日（水）～９月３０日（水）
問
い
合
わ
せ

受
　付
　先

商工政策課　商工業振興係
☎６５‐０７０９／ ６３‐４０８７

世帯枠 世帯区分 世帯要件 補助金額

福祉世帯枠
予算

３千万円

①
子育て
世帯

平成27年4月1日
現在、中学生以下
の方が同居してい
る世帯

【補助率】
補助対象工事費の20％
【限度額】
最大20万円の補助

②
高齢者
世帯

平成27年4月1日�
現在、75歳以上の
方（昭和15年4月2
日以前に生まれた
方）が居住・同居し
ている世帯

③
障がい者
世帯

障害者手帳等の交
付を受けた方が居
住・同居している
世帯

一般世帯枠
予算

２千万円

④
一般世帯 上記以外の世帯

【補助率】
補助対象工事費の20％
【限度額】
最大15万円の補助

平
成
27
年
度 

緊
急
経
済
対
策
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業
補
助
金

～
補
助
金
の
１
／
２
を
商
品
券
で
交
付
～

※
制
度
内
容
一
部
改
正

　
平
成
27
年
度
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業
は
、
制
度
を
一
部

改
正
し
、
平
成
27
年
度
内
の
転
入
・
転
居
を
条
件
と
し
た
空
き
家

の
リ
フ
ォ
ー
ム
も
新
た
に
対
象
と
し
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
は
補
助
金
の
１
／
２
を
甲
賀
市
商
工
会
が
発
行

す
る
商
品
券
で
交
付
し
ま
す
。

４
月
１
日（
水
）

�

～
５
月
29
日（
金
）

�

※
郵
送
の
場
合
も
５
月
29
日（
金
）必
着

申込期間

 事業区分

補
助
金
交
付
方
法

対
象
と
な
る
住
宅

１
．申
込
者
が
所
有
し
、
自
ら
居
住
し
て
い
る
市
内
の
住
宅

２
．申
込
者
が
所
有
し
て
お
り
、
現
在
空
き
家
と
な
っ
て
い
る

一
戸
建
て
住
宅
で
、
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に
居
住
さ

れ
る
市
内
の
住
宅

３
．店
舗
、
事
務
所
等
併
用
住
宅
に
つ
い
て
は
、
住
居
部
分
の

み
が
補
助
対
象

補
助
対
象
者

　

甲
賀
市
民
で
あ
り
、
市
税
等
滞
納
の
な
い
個
人

※�

た
だ
し
、
平
成
23
、
24
、
25
、
26
年
度
に
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
補
助
を
受
け
た
方
お
よ
び
住
宅
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
工
事

　

市
内
に
本
社
が
あ
る
業
者
（
下
請
業
者
を
含
む
）
へ
発
注

す
る
補
助
対
象
工
事
費
が
10
万
円
以
上
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

工
事
（
平
成
27
年
4
月
1
日
～
平
成
28
年
3
月
31
日
ま
で
に

着
手
し
、
か
つ
完
了
可
能
な
工
事
）

※�

他
の
制
度
の
補
助
工
事
は
対
象
外
で
す
。（
例
：
省
エ
ネ

住
宅
ポ
イ
ン
ト
制
度
等
）

※�

設
備
機
器
等
の
購
入
費
、市
外
業
者
に
よ
る
工
事
費
用
等
、

補
助
対
象
外
と
な
る
工
事
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法

　

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
添
付
書
類
を

添
え
て
、
申
込
期
間
内
に
商
工
政
策
課
ま
た
は
各
地
域
市
民

セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※�

申
込
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

い
た
だ
く
か
、
商
工
政
策
課
、
各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
窓

口
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

申
込
時
添
付
書
類

　

世
帯
要
件
確
認
の
た
め
、
①
子
育
て
世
帯
・
②
高
齢
者
世

帯
は
、
健
康
保
険
証
の
写
し
ま
た
は
住
民
票
記
載
事
項
証
明

書
等
の
写
し
が
必
要
で
す
。
③
障
が
い
者
世
帯
は
、
障
害
者

手
帳
等
の
写
し
が
必
要
で
す
。

※
い
ず
れ
か
一
部

そ
の
他

※�

申
込
多
数
の
場
合
は
、
福
祉
世
帯
枠
・一般
世
帯
枠
そ
れ
ぞ

れ
に
公
開
抽
選
を
実
施
し
、
補
助
候
補
者
を
決
定
し
ま
す
。

問い合わせ・申し込み

〒
５
２
８‐８
５
０
２　
水
口
町
水
口
６
０
５
３

甲
賀
市
役
所　
商
工
政
策
課　
商
工
業
振
興
係

☎
６
５‐０
７
０
９
／

６
３‐４
０
８
７

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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都市計画係

工務係 工務係

都市計画係

開発指導係

給水係 給水係

政策推進係政策推進係

財政係

開発指導係

市街地整備係

維持係 維持係

市街地整備係

組
織
・
機
構
見
直
し
の
主
な
内
容 

甲
賀
の
國
づ
く
り�

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室
を

新
設

　

人
口
減
少
、
過
疎
対
策
等

の
企
画
立
案
を
す
る
た
め
に

昨
年
10
月
に
発
足
し
た
庁
内

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
行
管
理
す

る
た
め
、政
策
推
進
課
に
「
甲

賀
の
國
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推
進
室
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

１
総
合
政
策
部

都
市
計
画
課
に

工
業
団
地
推
進
室
を
新
設

　

地
域
経
済
の
活
性
化
の
た
め
の

新
た
な
工
業
団
地
造
成
に
向
け
、

都
市
計
画
課
に
「
工
業
団
地
推
進

室
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

４
建
設
部

上
下
水
道
料
金
課
を�

上
下
水
道
総
務
課
に
名
称
変
更

　

上
下
水
道
の
一
体
的
な
事
業
経
営
を
推
進
す
る
た
め
、

上
下
水
道
料
金
課
に
総
務
・
企
画
経
営
、
資
産
管
理
を
統

合
し
て
上
下
水
道
の
業
務
部
門
を
統
括
す
る
部
署
と
し
、

「
上
下
水
道
総
務
課
」
に
名
称
変
更
し
ま
し
た
。

５
上
下
水
道
部

福
祉
を
充
実
さ
せ
る
た
め
部
内
組
織
を
改
編

　

福
祉
の
政
策
的
な
事
務
を
推
進
す
る
た
め
、
社
会
福
祉
課
の
福
祉
政
策
係
を
庶

務
的
な
事
務
を
す
る
係
と
政
策
的
な
事
務
を
す
る
係
に
分
割
し
、
部
内
各
種
計
画

策
定
の
管
理
、
部
内
の
業
務
の
進
捗
管
理
の
強
化
、
地
域
福
祉
推
進
計
画
の
策
定

等
に
よ
り
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
推
進
し
ま
す
。

　

生
活
困
窮
者
の
就
労
や
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
、
生
活
支
援
室
を

「
生
活
支
援
課
」
と
し
、
社
会
福
祉
課
の
生
活
保
護
の
業
務
を
移
行
し
て
、
一
括

し
た
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

　

こ
ど
も
応
援
課
で
は
、
子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
す
る
た
め
に
必
要
な
支
援
を

効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
、
地
域
、
企
業
や
関
係
機
関
と
連
携
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
を
図
り
機
能
さ
せ
る
事
務
を
行
う
体
制
と
し
ま
し
た
。

３
健
康
福
祉
部

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
室
を

新
設

　

第
３
次
甲
賀
市
行
政
改
革

大
綱
お
よ
び
推
進
計
画
に
基

づ
く
新
た
な
行
財
政
改
革
に

取
り
組
む
た
め
、
財
政
課
に

「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
室
」
を

新
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴

い
、
行
政
改
革
推
進
室
は
廃

止
し
ま
し
た
。

２
総
務
部

市役所の組織・機構の改編
平成27年度

　本格的な人口減少社会が到来する中、市民が希望を持って生活でき、次代の甲賀市を
活力や夢にあふれるまちとするための施策展開を図るため、市役所の組織・機構を見直し、
体制を整えました。
� ※組織図は改編を行った主な組織について掲載しています。

平成26年度

平成26年度

平成26年度

平成26年度

平成26年度

平成27年度

平成27年度

平成27年度

平成27年度

平成27年度

政策推進課

行政改革推進室

都市計画課

上下水道料金課

上水道課

財政課

廃止
廃止

都市計画課

上下水道総務課

上水道課

甲賀の國づくり�
プロジェクト推進室

財政係

マネジメント推進室

改編

改編

改編

改編

改編

工業団地推進室

料金管理係

福祉政策係

生活支援係

料金管理係

経営係

児童家庭支援係

家庭児童相談室

福祉総務係

子育て支援係

家庭児童相談室

生活支援係

上水道経営係

生活福祉係

こども政策係

福祉政策係

生活福祉係

下水道経営係

たとえば・・・
・しばらく働いていないので、体力や人との関わりが心配
・求職活動をしているが、なかなか仕事が見つからない
・仕事を辞めたので、家賃の支払いや住むところに困っている
・病気で働けなくなったので、これからの生活が心配
・家族のことで悩みがある
・借金を抱え、将来の生活が心配
　　　※相談は無料で秘密は厳守します。

生活支援窓口を開設します
～生活困窮者への自立支援制度が始まりました～

　生活に不安を抱えている方や、仕事につく自信の
ない方など、一人で悩まず、まずはご相談ください。
　どうしたらいいのか、どのような支援が必要なのか
を一緒に考え、他の関係機関と連携し、解決に向
けてのお手伝いをします。

場　　所

相談時間

水口社会福祉センター１階

９時～17時
（土日祝日、年末年始を除く）

問
い
合
わ
せ

生活支援課
☎６５‐０７３５／ ６３‐４０８５

問い合わせ

職
員
課　
人
事
係

☎
６
５‐０
６
６
９
／

６
３‐４
５
６
１

政策推進課

財政課

社会福祉課 社会福祉課

生活支援室 生活支援課

こども応援課 こども応援課

※�４月１日から甲南庁舎�
１階に移りました
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狂犬病予防注射の お知らせ

持ち物
●登録されている場合
　・犬の登録カード（愛犬カード）
　・｢狂犬病予防注射のお知らせ｣ハガキ
　・集合注射手数料（3,400円）
　※�妊娠中または出産後間もない犬は接種�
できません。

●新規登録の場合
　・犬の登録手数料（3,000円）
　・集合注射手数料（3,400円）
　※�生後91日以上の犬には「年１回の
狂犬病予防注射と生涯１回の登録」が
義務づけられています。

予防注射実施獣医師　甲賀市・湖南市区域
甲賀ペットクリニック　住

す み だ

田　　明
あきら

�　甲賀すずき動物病院　　鈴
す ず き

木　敏
としゆき

之
かたおか動物病院　　　片

かたおか

岡　久
ひ さ と

人�　みなくち城南動物病院　垣
かき

平
ひら

　一
いつ

磯
き

甲南動物病院　　　　　南
みなみ

　　信
の ぶ こ

子�　いなば動物病院　　　　稲
い な ば

葉　友
ともひろ

広
鹿深獣医科病院　　　　西

にしざわ

澤　嘉
よ し と

人�

●�市では、（公社）滋賀県獣医師会に狂犬病予防注射済票の交付および
犬の鑑札の交付を委託しています。
●�予防注射は上記日程にて実施する予定ですが、気象警報発令時には
時間変更・中止する場合があります。

地域ごとの日程は次のとおりです。愛犬のために必ず接種してください。
手数料改定のおしらせ ～県下一斉に集合注射手数料が改定されます～

平成27年4月1日以降�3,400円（改定前3,200円）
ご理解頂きますようお願いします。

水
口
町

甲
南
町

信
楽
町

月日 実施場所 実施時間

4/21
(火)

寺庄公民館 � 9:10～� 9:30
池田コミュニティセンタ－ � 9:40～10:00
甲南診療所 10:10～10:20
柑子公民館 10:30～10:40
ニュ－ポリスＡゲ－トボ－ル場前 10:55～11:05
ニュ－ポリスＢ公民館 11:15～11:25
耕心区公民館 12:40～13:00
かえで会館 13:10～13:20

4/23
(木)

竜法師公民館 � 9:10～� 9:20
希望ケ丘(本町)自治会館 � 9:30～10:00
希望ケ丘防災コミュニティ�
センター駐車場 10:10～10:40

塩野草の根ハウス 10:55～11:05
杉谷公民館 11:15～11:30

月日 実施場所 実施時間

4/9
（木）

柏木公民館 � 9:10～� 9:30
水口中央公民館(裏)駐車場 � 9:40～10:10
北部コミュニティセンター 10:25～10:40
今郷公民館 10:50～11:00
嶬峨草の根集会所 11:10～11:20
和野草の根集会所 11:30～11:40

4/10
（金）

虫生野会館 � 9:10～� 9:25
三本柳公民館 � 9:35～� 9:50
三大寺公民館 10:00～10:30
やまびこ館倉庫前 10:45～10:55
牛飼公民館 11:05～11:20
北内貴山尾館 12:40～13:00
宇川会館 13:10～13:25

月日 実施場所 実施時間

4/13
(月)

泉消防団車庫 � 9:30～� 9:40
宇田公民館 � 9:50～10:05
松尾団地集会所 10:20～10:35
市役所水口庁舎駐車場(奥) 10:45～11:15
第４水口台集会所 12:30～13:00
第３水口台集会所 13:10～13:40

4/17
(金)

東部コミュニティセンター � 9:10～� 9:35
名坂公民館 � 9:50～10:05
春日公民館 10:25～10:50
広野台東区集会所 11:00～11:15
広野台西区集会所 11:25～11:40

5/12
(火)

市役所水口庁舎駐車場(奥) � 9:10～� 9:40
貴生川公民館 � 9:50～10:05
岩上公民館 10:20～10:30
伴谷公民館 10:50～11:10

土
山
町

月日 実施場所 実施時間

4/16
(木)

大河原集会センター � 9:30～� 9:35
笹路公民館 � 9:55～10:00
山女原公民館 10:10～10:20
山中公民館 10:35～10:50
あずま会館 11:00～11:15
北芝集会所 11:25～11:40
東瀬音集会所 13:00～13:15
頓宮公民館 13:30～13:40
前野集会所 13:45～13:50
片山集会所 14:00～14:10
梅田会館 14:20～14:30

4/24
(金)

鮎河公民館 � 9:10～� 9:30
黒滝公民館 � 9:45～� 9:55

月日 実施場所 実施時間

4/24
(金)

山内公民館 10:05～10:20
猪鼻集会所　　（※変更） 10:30～10:45
土山中央公民館 10:55～11:10
ＪＡ土山支所 11:20～11:30
土山開発センター 11:40～12:00
市場区自治会館 13:15～13:25
大野公民館 13:35～13:50
今宿公民館 14:00～14:15

5/11
(月)

大野公民館 � 9:10～� 9:20
土山開発センター � 9:35～� 9:50
山内公民館 10:00～10:10
鮎河公民館 10:25～10:35

※変更（猪鼻浄福寺→猪鼻集会所）

甲
賀
町

月日 実施場所 実施時間

4/8
(水)

唐戸川集会所 � 9:10～� 9:20
里山かむら交流館 � 9:35～� 9:50
櫟野公民館 10:00～10:15
油日会館 10:25～10:50
五反田公民館 11:00～11:15
草の根ハウス高嶺会館 11:25～11:40
和田公民館 11:50～12:05
ＪＡ油日支所 13:15～13:40
毛枚公民館下倉庫 13:50～14:00
滝会館 14:10～14:25

4/15
(水)

甲賀木彩館(岩室) � 9:30～� 9:40
小佐治公民館 � 9:50～10:10
神保公民館 10:20～10:30

月日 実施場所 実施時間

4/15
(水)

隠岐公民館 10:40～10:55
高野公民館 11:05～11:20
大原市場公民館（※追加） 11:30～11:40
旧相模教育集会所 11:50～12:00
拝坂草の根ハウス（※追加） 13:10～13:20
大久保公民館 13:30～13:45

5/15
(金)

老人福祉センター佐山荘 � 9:10～� 9:20
大久保公民館 � 9:35～� 9:45
里山かむら交流館 � 9:55～10:05
ＪＡ油日支所 10:15～10:25
旧相模教育集会所 10:35～10:45

※追加（大原市場公民館・拝坂草の根ハウス）

月日 実施場所 実施時間

4/23
(木)

市之瀬公民館 12:45～12:55
新田公民館 13:05～13:15
下磯尾公民館 13:25～13:35
市役所甲南庁舎 13:45～14:05

5/13
(水)

寺庄公民館 � 9:10～� 9:20
池田コミュニティセンタ－ � 9:30～� 9:40
竜法師公民館 � 9:50～10:00
杉谷公民館 10:10～10:20
耕心区公民館 10:30～10:45
希望ケ丘(本町)自治会館 10:55～11:10
希望ケ丘防災コミュニティセ
ンター駐車場 11:20～11:45

市役所甲南庁舎 12:55～13:10

月日 実施場所 実施時間

4/14
(火)

宮尻生活改善センター � 9:10～� 9:20
下朝宮老人憩の家 � 9:30～� 9:40
朝宮コミュ二ティセンター � 9:50～10:05
畑公民館 10:25～10:35
田代バス停 10:50～11:00
江田福祉会館 11:20～11:35
神山会館 11:45～12:00

4/20
（月）

多羅尾公民館 � 9:40～10:00
小川会館 10:15～10:35
小川出公民館 10:45～10:55
西教育集会所 11:05～11:15
杉山公民館 12:30～12:40
しがらきニュータウン区民会館 12:45～12:55
中野公民館 13:05～13:15
柞原会館 13:25～13:35

月日 実施場所 実施時間

4/22
(水)

宮町多目的集会施設 � 9:10～� 9:25
黄瀬交流館 � 9:35～� 9:55
雲井活性化センター 10:05～10:15
勅旨会館 10:30～10:45
草の根ハウス丸岡会館 10:55～11:10
二本丸会館 11:20～11:40
栗林会館 11:50～12:00
信楽開発センター横駐車場 13:10～13:30

5/14
(木)

多羅尾公民館 13:00～13:10
神山会館 13:30～13:45
朝宮コミュ二ティセンター 14:00～14:10
信楽開発センター横駐車場 14:30～14:50
雲井活性化センター 15:00～15:10

問
い
合
わ
せ

生活環境課　環境政策係
☎６５‐0691／ ６３‐4582
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都
市
部
の
中
学
生
と
交
流
し
ま
せ
ん
か

忍
者
の
里
こ
う
か
で

�

田
舎
体
験

受入家庭を
募　集

vol.24
みんなでつくる安心・安全なまち

対策委員会合同研修会を開催
　セーフコミュニティの先進自治体である埼玉県北本
市の関係者を講師に迎え、対策委員会合同研修会を１
月２７日（火）に開催し、外傷サーベイランス委員会や
対策委員会の委員など、５２人が参加しました。
　北本市は、国内１０番目のセーフコミュニティ国際認
証都市で、現地審査（認証のための審査）では、理論
的・体系的な活動展開と、全市民にわかりやすく伝え
るための様々な工夫が高い評価を受けました。そこで、
現地審査と同じ形で事例発表していただき、認証まで
の具体的な進め方を学ぶこととしました。
　研修会では、北本市の自殺対策委員会や交通安全
対策委員会の取り組みの中から、気軽に心の健康状態
を確認できるシステム、自殺予防の街頭啓発、スタン
トマンの実演から事故の危険性や予防対策を学ぶ交通
安全教室、危険箇所マップ作成などの事例が紹介され
ました。また、事例発表後には、本市委員からの質問
に答える形で、今後の方向性や課題等について意見交
換を行いました。

亀岡市主催セーフコミュニティフォーラムに参加
　セーフコミュニティフォーラムが１月３１日（土）、京
都府亀岡市で開催され、本市から各対策委員会正副
委員長など１６人が参加しました。
　関西圏でセーフコミュニティを推進している亀岡市、
大阪府松原市、同府泉大津市、本市の関係者が一堂
に会し、ワークショップを通じて相互に交流することで、
今後に向けてのア
イディアやヒントを
得るとともに、既
存の取り組みの効
果や意義について
振り返る機会とな
りました。

▲セーフコミュニティフォーラムでのワークショップ

民
泊
の
受
入
家
庭
を
募
集

　

今
年
度
も
神
戸
市
か
ら
５
校
、
神
奈
川

県
か
ら
２
校
の
中
学
生
約
１
０
０
０
人
が
、

５
月
～
６
月
に
か
け
て
当
市
を
訪
れ
る
予
定

と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
事
業
に
ご
協
力
い
た

だ
け
る
受
入
家
庭
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

親
戚
の
子
ど
も
を
預
か
る
よ
う
に

●�
各
ご
家
庭
に
３
～
４
人
の
生
徒
を
受
け
入

れ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●�

共
同
調
理
や
農
村
体
験
な
ど
を
通
し
て

生
徒
と
た
く
さ
ん
交
流
を
深
め
て
く
だ

さ
い
。

●�

特
別
な
こ
と
を
す
る
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
田
舎
で
の
暮
ら
し
を
体
験
し
、
交
流

す
る
こ
と
が
、
こ
の
事
業
の
目
的
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
事
前
に
研
修
会
を
開
催
し

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
興
味
を
お

持
ち
い
た
だ
い
た
方
は
、
左
記
ま
で
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
近
年
の
田
舎
暮
ら
し
や
農
村
体
験
な
ど
の
需
要
の
高
ま
り
を
受
け
て
、
都
市

農
村
交
流
事
業
（
忍
者
の
里
こ
う
か
で
田
舎
体
験
）
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
主
に
都
市

部
の
中
学
校
の
教
育
旅
行
（
修
学
旅
行
や
野
外
体
験
）
を
対
象
に
、本
市
の
自
然
や
人
々

の
温
か
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
民
泊
に
よ
り
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

問い合わせ

甲
賀
市
都
市
農
村
交
流
推
進
協
議
会

（
農
業
振
興
課
内
）

☎
６
５‐０
７
１
１
／

６
３‐４
５
９
２

　
甲
賀
市
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
あ
る
古
城
山
に

豊
臣
秀
吉
の
命
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
水
口
岡

山
城
は
、
当
時
の
最
先
端
技
術
を
駆
使
し
た

高
石
垣
を
備
え
た
織

し
ょ
く

豊ほ
う

系け
い

城じ
ょ
う

郭か
く

で
し
た
。
現

在
は
、
本
丸
の
北
面
に
野の

面づ
ら

積づ

み
の
石
垣
の一

部
を
残
す
だ
け
で
す
が
、
継
続
的
な
発
掘
調

査
に
よ
っ
て
、
少
な
く
と
も
本
丸
は
高
さ
約

九
メ
ー
ト
ル
の
総
石
垣
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ

ま
す
。

　
で
は
、
本
丸
以
外
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
本
丸
以
外
で
は
大
手
道
周
辺
で
石
垣

が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
が
、
二
の
丸
や
三
の
丸

な
ど
で
は
地
表
面
観
察
で
石
垣
を
確
認
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
国
立
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る
『
江
州
水
口

絵
図
』に
は
二
の
丸
や
三
の
丸
に
も
石
垣
が
あ
っ

た
よ
う
に
描
か
れ
て
い
ま
す
が
、
江
戸
時
代
初

期
（
寛
永
年
間
）
に
描
か
れ
た
古
絵
図
で
は

石
垣
に
関
す
る
記
載
は
本
丸
の
み
で
す
。

　
こ
れ
ら
を
解
明
す
べ
く
現
在
、
本
丸
南
側
斜

面
と
三
の
丸
虎
口
で
発
掘
調
査
を
実
施
し
て
お

り
、
程
な
く
、
詳
細
が
判
明
す
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
そ
の
調
査
成
果
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
対
し

て
広
く
公
開
す
る
た
め
に
、
現
地
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。
是
非
と
も
発
掘
さ
れ
た
水
口
岡
山

城
の
姿
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
同
日
は
（
一
社
）
水
口
岡
山
城
の

会
が
主
催
す
る
「
よ
み
が
え
れ
水
口
岡
山
城

2
0
1
5
」
の
開
催
期
間
中
で
す
。
西
の
丸

に
天
守
型
バ
ル
ー
ン
も
登
場
し
、
往
時
の
様
子

を
想
起
さ
せ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
ち
ら
も
併

せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問い合わせ

歴
史
文
化
財
課

☎
８
６‐８
０
２
６
／

８
６‐８
２
１
６

甲
賀
の
文
化
財

水
口
岡
山
城
の
石
垣

▲本丸北面の石垣

◀
江
州
水
口
絵
図

水
口
岡
山
城
跡
第
三
次
発
掘
調
査

�

現
地
説
明
会
（
そ
の
二
）

～
本
丸
南
側
斜
面
と
三
の
丸
虎
口
の
調
査
～

日
時
／
4
月
19
日（
日
）13
時
30
分
～
15
時

受
付
／
古
城
山
南
山
腹　
忠
魂
碑
前
広
場

臨
時
駐
車
場
／
水
口
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

市民協働事業

よみがえれ 水口岡山城２０１５
　4月17日（金）から20日（月）までの4日間、古城山西の丸に巨大なお城バルーンが出現。夜には
ライトアップされ、古城山に浮かび上がる幻想的な城がご覧いただけます。また19日（日）には、
山頂から花火があがります。
　フォトコンテストも同時開催。詳細は、ホーム
ページをご覧ください。

問
い
合
わ
せ

( 一社 ) 水口岡山城の会
☎０７０‐５５０９‐４６４６／ ６５‐２３４６
HP　http://okayamajyo.com/

水口に春の観光シーズン到来
　古城山にバルーンの城が現れる期間中、春の観光シーズンを告げる催しが行われます。

4月
17日（金）
午前中

4月
19日（日）
20日（月）阿

あ

迦
か

之
の

宮
みや

例
れいさい

祭　（古城山山頂）

　古城山や地域
の守り神として、
水口岡山城の城
主・長

な つ か

束正
まさいえ

家を奉
る阿迦之宮の例祭
は、水口の春の風
物詩です。

水口曳山まつり��
� （水口神社周辺）

　県の無形民俗文化財に指定さ
れている祭のメインは豪華な曳
山。町衆の奏でる水口ばやしが祭
を一層盛り上げます。

問
い
合
わ
せ
観光企画推進室　☎６５‐0708／ ６３‐4087

問
い
合
わ
せ

危機管理課　セーフコミュニティ推進室
☎ 65‐0665／ 63‐4619

▲生徒といっしょに夕ご飯づくり
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特派員
� のページ
特派員まち

 かど

地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

　

雲
井
学
区
の
黄
瀬
区
民
を
対
象
に
、
水

害
・
土
砂
災
害
図
上
訓
練
が
３
月
１
日
、
黄

瀬
交
流
館
さ
ら
ら
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
自
分
た
ち
が
住
ん
で
い

る
場
所
で
、
河
川
の
氾
濫
や
浸
水
が
あ
っ

た
場
合
を
想
定
し
、
自
分
や
地
域
が
何
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
、
地
域
の
地

図
を
用
い
て
気
づ
い
た
こ
と
や
問
題
点
な

ど
を
話
し
合
い
な
が
ら
地
図
に
書
き
込
む

も
の
で
、
51
人
の
参
加
者
が
各
地
域
に
分

か
れ
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
災
害
に
強
い
地
域
を
め
ざ
し
減

災
活
動
に
つ
な
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

　

伴
谷
地
域
で
は
４
月
８
日
、「
勧
学

祭
」が
挙
行
さ
れ
ま
す
。
毎
年
、
伴
谷

小
学
校
に
入
学
さ
れ
る
地
域
内
各
神

社
氏
子
の
子
ど
も
さ
ん
が
心
身
共
に

充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
祈
願
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

本
年
度
は
下
山
の
日
吉
神
社
で
と

り
行
わ
れ
ま
す
。
入
学
式
が
終
わ
っ

た
後
、
保
護
者
と
一
緒
に
参
列
さ
れ

ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
は
意
味
が
わ

か
ら
な
い
な
が
ら
も
神
妙
な
面
持
ち

で
式
に
臨
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

　

一
日
も
早
く
学
校
生
活
に
慣
れ
て
、

た
く
さ
ん
お
友
達
が
で
き
れ
ば
い
い

で
す
ね
。

　

鮎
山
集
合
学
習
が
2
月
19
日
、
上
の
平
の
鍋な

べ

家や

渡と

志し

雄お

さ

ん
宅
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
内
小
学
校
と
鮎
河
小
学
校
の
3
年
生
の
児
童
6
人
が

「
昔
の
人
の
生
活
の
様
子
を
知
ろ
う
」と
、
鍋
家
さ
ん
宅
に
集

合
。
火
の
つ
い
た
囲
炉
裏
を
囲
み
、
鍋
家
さ
ん
か
ら
昔
の
生

活
や
食
事
の
様
子
な
ど
を
聞
き
、
命
や
食
の
大
切
さ
を
教
わ

り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
臼
と
杵
を
使
っ
て
餅
つ
き
を
体
験
し
、
つ
き
た

て
の
お
餅
を「
美
味
し
い
」と
言
い
な
が
ら
頬
張
り
ま
し
た
。

　

貴
重
な
品
物
を
見
た
り
、
お
話
を
聞
い
た
り
、
楽
し
い
体

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
心
に
残
る
学
習
と
な
り
ま
し
た
。

災
害
図
上
訓
練（
Ｄデ

ィ

グ

Ｉ
Ｇ
）を
実
施

●
雲
井
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

鮎山集合学習が
行われました

●山内地域市民センター

桜の開花も間近です

　

和
田
区
の
柞ほ

そ

ケが

谷た
に

地
区
に
は
、
入
口
か
ら
約
８
０
０
メ
ー
ト

ル
の
間
に
１
２
０
本
の
桜
並
木
が
あ
り
、「
柞
ケ
谷
花
街
道
振

興
会
」の
方
た
ち
で
維
持
管
理
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

花
見
の
季
節
に
は「
桜
ま
つ
り
」と
し
て
、
ぼ
ん
ぼ
り
約

２
２
０
灯
が
と
も
さ
れ
、
地
元
の
人
達
の
口
コ
ミ
や
、
ブ
ロ
グ

な
ど
を
見
た
県
外
か
ら
の
人
も
訪
れ
、
今
や「
知
る
人
ぞ
知
る

桜
の
名
所
」と
な
っ
て
い
ま
す
。
散
策
を
す
る
人
、
お
弁
当
を

ひ
ろ
げ
楽
し
く
語
ら
う
グ
ル
ー
プ
な
ど
多
く
の
人
達
で
に
ぎ
わ

い
ま
す
。

　

今
年
も
開
花
が
間
近
に
せ
ま
っ
て
い
ま
す
。

わ
く
わ
く
・
ド
キ
ド
キ
一
年
生

●
伴
谷
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

●油日地域市民センター

▶
昨
年
の「
勧
学
祭
」の
よ
う
す

▲柞ケ谷花街道の桜並木

▲図上訓練に取り組む参加者

▶
臼
と
杵
を
使
っ
て
餅
つ
き
を
体
験

地
域
ぐ
る
み
の
取
り
組
み
で
山
内
を
元
気
に

　
土
山
町
の
山
内
自
治
振
興
会
が
、
平
成
26
年
度
農
林
水
産
省
の
「
鳥
獣
被
害
対
策
優
良
活
動

表
彰
」
生
産
局
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
地
域
ぐ
る
み
で
獣
害
対
策
と
地
域
振
興
に

挑
む
山
内
自
治
振
興
会
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

こうかまちかど
特派員

松
ま つ お か

岡 望
の ぞ

美
み

獣
害
対
策
と
地
域
振
興

を
兼
ね
る
新
た
な
試
み

　

平
成
22
年
、
山
内
自
治
振
興
会

準
備
委
員
会
が
、
学
区
内
に
住
む

高
校
生
以
上
の
全
員
を
対
象
に
ア

ン
ケ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
、「
獣
害
」、

「
若
者
の
定
着
」、「
少
子
高
齢
化
」

が
地
域
課
題
と
し
て
浮
か
び
上
が

り
ま
し
た
。
そ
の
解
決
策
と
し
て
、

自
分
た
ち
で
狩
猟
免
許
を
取
得
し
、

捕
獲
し
た
鹿
肉
を
何
か
地
域
お
こ

し
に
使
え
な
い
か
…
と
考
え
た
の

が
取
り
組
み
の
第
一
歩
で
し
た
。

　

一
緒
に
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
り
、
兵
庫
県
丹
波
市
か
ら
鹿

肉
専
門
店
の
シ
ェ
フ
を
招
き
、
半
年

か
け
て
鹿
肉
の
扱
い
方
や
料
理
方
法

を
学
ん
だ
そ
う
で
す
。
そ
う
し
て

生
ま
れ
た
鹿
カ
レ
ー
や
鹿
コ
ロ
ッ
ケ

は
、
試
食
会
で
大
好
評
。
新
た
な

レ
シ
ピ
を
加
え
「
ジ
ビ
エ
料
理
」
と

し
て
試
作
を
重
ね
て
お
ら
れ
ま
す
。

ま
た
耕
作
放
棄
地
で
の
特
産
物
栽

培
な
ど
、
地
域
振
興
に
向
け
た
新

た
な
試
み
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

山内自治振興会の取り組み

この取り組みを引っ張る山内自治振興会の
馬
ば ん ば

場重
し げ お

夫会長にお話を伺いました―
「山内は元気なところ」と思ってほしい
　私たちは、一連の取り組みを通じ、地域の人口減少を止めるだけ
ではなく、増やしていきたいのです。「山内は元気なところやなあ」
と思って欲しいのです。そして若い人の感性で地域を盛り上げてもら
いたいです。
　外部の人にも手助けしていただければとの思いで、現在「地域お
こし協力隊」の隊員も募集（※）しています。地元の皆さんとともに地
域おこしに取り組んでいただける方に来てもらって、ともに山内の将
来を作っていきたいです。

　これまでの取り組みを振り返りながら「夢が現実になっていく」とおっしゃった馬場
会長の言葉がとても印象的でした。地域の将来を真剣に考え、前向きに取り組まれ
る姿はとても頼もしく、地域の一人一人の力を合わせることで「元気な山内」を実現
してもらいたいと感じました。
※「地域おこし協力隊」の詳細は、市ホームページをご覧ください。�http://www.city.koka.lg.jp/8832.htm

対策の結果

害獣の駆除・
箱わなで捕獲

防護柵の設置

害獣の減少・
農作物被害が
減少

さらに…新たな特産品づくりに挑戦

捕獲した鹿肉を
使った料理の開発

耕作放棄地でベリーの�
一種「アロニア」の�
試験栽培

干し柿づくり美しい里山
再生事業
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で あ い こ う か

D E A I � K O K A

� 5日(日)�VSジェフユナイテッド千葉�14：00�ＫＩＣＫ�ＯＦＦ
11日(土)�VSV・ファーレン長崎� 14：00�ＫＩＣＫ�ＯＦＦ
26日(日)�VSギラヴァンツ北九州� 14：00�ＫＩＣＫ�ＯＦＦ

検索

■サッカー選手としてのあゆみ
　5歳からボールを蹴りはじめ、小さい頃は、暇さえ
あればドリブルをしているサッカー少年でした。水口
中学校在学中に、レベルの高い環境を求めてサンガ
F.C.に入団。地域に密着し選手育成に力を入れるチー
ムの中でコツコツと基礎練習を積んできました。
　今シーズン、J１（1部リーグ）昇格という目標に向
けて自分のプレーでチームに貢献したいです。

■�U-17･18･19の世代別の日本代表に選ばれ、� �
世界からも注目される―
　国際大会で、体格の大きい外国人選手と戦っても、
ドリブルやスピード、俊敏性などでは十分な手ごた
えを感じました。世界を舞台に活躍する日本人選手
が増え、自分も常に世界を視野に入れています。
　ブラジル代表のネイマール選手を超えるプレーヤー
を目指し、日本代表としてワールドカップに出場した
いと思ってい�
ます。甲賀で
生まれ育った
ことに感謝し
ながら頑張り
ます。応援よ
ろしくお願い
します。

　水口出身の奥川選手は、Jリーグ
京都サンガF.C.のトップチームに今
シーズンから新加入。巧みなドリ
ブルと精度の高いキックが武器の
攻撃的プレーヤーとして注目を集
める18歳にお話を伺いました。

視線の先に世界を捉えて

サッカーJリーグ京都サンガF.C.

奥
お く が わ

川雅
ま さ や

也 選手

視線の先に世界を捉えて

サッカーJリーグ京都サンガF.C.

奥
お く が わ

▲�左右どちらでも蹴れる正確なキックが持ち
味のひとつ

▲「やさしい日本語」で意見を交わす参加者

▲誰もが気軽に楽しめるふうせんバレー

▲作品の講評を熱心に聞く来場者の皆さん

風船がつなぐ仲間の輪

ふうせんバレーボール大会

　「ふれ愛甲賀ふうせんバレーボール大会」が3月1日、土山体育
館で開催され、県内各地から29チーム約300人が参加しました。
　ふうせんバレーは、年齢や障がいの有無にかかわらず一緒に
楽しめるスポーツとして考案され、２つの鈴が入った大きなゴ
ム風船のボールを使い、チーム6人全員がボールに触れてから
相手コートに返球するというルールで行われます。
　参加者らは互いに声をかけあい、ゆっくりと落ちてくる風船
ボールをつなぎながら、仲間たちとのラリーを楽しんでいま�
した。

日
本
語
で
外
国
人
と
交
流
を

セ
ミ
ナ
ー
「
や
さ
し
い
日
本
語
」

　
「
や
さ
し
い
日
本
語
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
国
際
交

流
セ
ミ
ナ
ー
が
2
月
28
日
、
水
口
中
央
公
民
館
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

地
域
で
暮
ら
す
外
国
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
き
っ
か
け
づ
く
り
に
と
、
市
国
際
交
流
協

会
が
企
画
し
、
約
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。　

　

日
本
語
独
特
の
言
い
回
し
や
敬
語
な
ど
、
普
段
何

気
な
く
使
っ
て
い
る
言
葉
を
少
し
言
い
換
え
た
り
、

伝
え
方
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
外
国
人
に
も
理
解

し
や
す
い
表
現
に
な
る
こ
と
を
学
ん
だ
参
加
者
は
、

さ
っ
そ
く
「
や
さ
し
い
日
本
語
」
で
会
話
を
弾
ま
せ

て
い
ま
し
た
。

力
作
を
囲
み
作
品
講
評
会
を
実
施

第
１０
回
甲
賀
市
美
術
展
覧
会

　

第
10
回
甲
賀
市
美
術
展
覧
会
が
、
２
月
28
日
か
ら

３
月
８
日
ま
で
、
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル
と
碧
水

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
面
、
工
芸
・
立
体
、
書
、
写
真
の
４
部
門
に
は
、

こ
れ
ま
で
で
最
多
の
応
募
が
あ
っ
た
中
、
入
選
し
た

3
1
0
点
が
展
示
さ
れ
、
の
べ2
，8
0
0
人
を
超
え

る
来
場
者
が
個
性
豊
か
な
力
作
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
今
回
初
め
て
実
施
さ
れ
た
審
査
員
に
よ

る
講
評
会
で
は
、
作
品
の
優
れ
た
点
や
具
体
的
な
ア

ド
バ
イ
ス
な
ど
が
説
明
さ
れ
、
出
品
者
は
、
今
後
の

制
作
に
生
か
そ
う
と
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

各
部
門
の
甲
賀
市
長
賞
受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

�

（
敬
称
略
）

　
平
面
／
芝し

ば

田た

俊と
し

子こ

「
雪せ

つ

原げ
ん

」

　
工
芸
・
立
体
／
中な

か

森も
り

佐さ

代よ

「
高こ

う

名み
ょ
う

三さ
ん

美び

人じ
ん

」

　
書
／
長は

谷せ

川が
わ

暢ち
ょ
う

宇う

「
杜と

甫ほ

詩し

」

　
写
真
／
平ひ

ら

田た

慶け
い

治じ

郎ろ
う

「
雪ゆ

き

簾す
だ
れ」

▲あいコムスタジオでの収録風景

▲「創造的過疎」をテーマにした講演

生活や文化の違いを体験

ミシガン州中学生交流

　2月27日から3月6日の間、姉妹都市である米国ミ
シガン州のトラバースシティ市、マーシャル市、デ
ウィット市から中学生と引率者27人が、市内でホー
ムステイしながら日本の学校生活や暮らし、伝統文
化などを体験しました。
　この日はケーブルテレビ局・あいコムこうかのス
タジオを訪れ、収録中の行政情報番組『きらめきこ
うか』に飛び入りで出演。「生活や文化の違いは感
じた？」との質問に、「建物の中で靴を脱ぐこと」
などと、日本滞在の感想を語ってくれました。

人口減少問題を考える

甲賀市まちづくり交流会

　人口減少などの社会問題を考える「甲賀市まちづ
くり交流会」が3月7日、忍の里プララで開かれ、市
民ら約120人が参加しました。
　徳島県神

かみ

山
やま

町
ちょう

で地域づくりを実践する大
おお

南
みなみ

信
しん

也
や

さ
んが講師を務め、外部から若者やクリエイティブな
人材を誘致することで農林業だけに頼らない持続可
能な地域を目指す取り組みが紹介されました。
　参加者はメモをとりながら話に耳を傾け、それぞ
れの地域課題について講師と意見交換していました。

京都サンガF.C.4月のホームゲーム
in西京極スタジアム

詳しい情報は
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国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人
は
、
20
歳
に

な
っ
た
日
か
ら
国
民
年
金
の
被
保
険
者
と

な
り
、
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
学
生
に
は
在
学
中
の
保
険
料
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。
新
た
に
申
請
を
希
望
さ
れ

る
方
は
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
27
年
３
月
分
ま
で
申
請
さ

れ
て
い
る
方
に
は
、
年
金
事
務
所
か
ら
本

年
度
分
の
申
請
に
つ
い
て
確
認
の
ハ
ガ
キ

が
届
き
ま
す
の
で
、
継
続
を
希
望
さ
れ
る

方
は
ハ
ガ
キ
を
返
信
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
請
場
所

　

保
険
年
金
課
ま
た
は
旧
支
所
の
地
域
市

民
セ
ン
タ
ー
、
草
津
年
金
事
務
所

●
申
請
に
必
要
な
も
の

　

・�

在
学
期
間
が
確
認
で
き
る
書
類
（
学

生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書
）

　

・
年
金
手
帳
（
あ
れ
ば
）

　

・
認
印

　

・�

雇
用
保
険
離
職
票
な
ど
（
社
会
人
か

ら
学
生
に
な
っ
た
方
の
み
）。

●�「
学
生
納
付
特
例
申
請
書
」の
様
式
は
、

日
本
年
金
機
構（ww

w
.nenkin.go.jp/

）

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

■時　　間：�各講座とも　９時30分～11時30分（予定）　会場へは各自でお越しください。
■対　　象：18歳以上の通学可能な方�� � � ■定　　員：30人（応募者多数の場合は抽選）
■受 �講 � 料：5,000円（全15回分、別途教材費等が必要です。）� ■応募締切：5月22日（金）17時
■申込方法：�電話・FAX・Eメール・はがき（住所・氏名・年齢・性別・電話番号を明記）いずれかの方法で申込み。

　淡海生涯カレッジ甲賀校は、地域にある文化財や受け継がれてきた熟練の技を題材とした問題発見講
座から始め、県立学校での実習・体験を経て、大学での専門的な学習へと会場を移しながら、発展的に
学ぶ新しい形の連続講座です。講義だけでなく、見学や実習など魅力あふれる講座が続きます。この機
会に新しい自分づくりに挑戦してみませんか。多数のご応募をお待ちしています。
� ※「淡海生涯カレッジ」は甲賀市のほか、県内の４市でも開催されています。

回 期日 会場 テーマ
 問題発見講座
① � 6/13（土） 甲南図書交流館 開校式　～大人のためのおはなし会、記念講演～
② � 6/27（土） 滋賀県立陶芸の森 焼き物の魅力を知る　～著名な作品に触れながら信楽焼を学びます～
③ � 7/11（土） 飯道山（貴生川公民館） 飯道山が結ぶ地域の輪　～がんばる地域の様子を紹介します～
④ � 7/25（土） 油日神社・櫟野寺 歴史ある寺社と華麗な建築美　～甲賀の歴史・文化をお話しします～
 実習・体験講座
⑤ � 8/� 8（土） 県立信楽高等学校 焼き物づくりに挑戦　～我が家の自慢、陶製の「表札」を作ります～
⑥ � 8/29（土） 県立水口東高等学校 皮革工芸を楽しもう　～親しい人へ、オリジナルの小物づくり～
⑦ � 9/� 5（土） 県立三雲養護学校 障がい者理解を進めるために　～疑似体験プログラムから学ぶ～
⑧ � 9/12（土） 県立石部高等学校 和のおもてなし　～家庭で出来る季節の和菓子づくり～
 理論講座
⑨ 10/� 3（土）

立命館大学
びわこ・くさつキャンパス

超高齢社会の医療介護連携と生活支援サービス　
⑩ 10/10（土） 介護予防に向けた運動と栄養摂取（実技含む）
⑪ 10/17（土） 家庭で取り組む筋トレ（健康バンド運動）
⑫ 10/24（土） 農と地域の未来を開く「６次産業化」
⑬ 10/31（土） 消費動向を見すえた６次産業化の推進
⑭ 11/14（土） 着地型観光手法によるコミュニティ・まちづくり
⑮ 11/21（土） ひとのつながりを活かした地域づくり，閉校式

問
い
合
わ
せ

生活環境課　生活交通係
☎ 65‐0686／ ６3‐4582

問
い
合
わ
せ

障がい福祉課　自立支援係
☎ 65‐０７０２／ 63‐４０８５

淡海生涯カレッジ甲賀校開校

 平成27年6月13日～11月21日（全15回）

郷土の知恵と技に学ぶ
～新しい自分づくりとまちづくり～

主催：淡海生涯カレッジ甲賀校実行委員会

～新しい自分づくりとまちづくり～
技

第１回第２回

第３回

第４回

第５回

第６回
第７回 第８回 第９〜１５回

受講生募集

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

甲賀市教育委員会事務局　社会教育課　〒520-3393　甲南町野田 810
☎86‐8021／ 86‐8380　 koka30104500@city.koka.lg.jp

修了証書

所定の回数を
受講された方に
は、修了証書が
交付されます。�
また、学んだこ

とを地域で活かしていた
だけるように応援します。

　市では、障害者等を対象に、日常生活がより円
滑に行なわれるための用具を給付しています。
　このほど給付品目が増え、また対象者の要件
等が変更となりました。概要は次のとおりです。

新
規

品目 対象者の要件
地デジ対応ラジオ 視覚障害 2級以上
視覚障害者用
音声血圧計

視覚障害２級以上で常時血
圧管理が必要だと認められ
る方（医師の意見書が必要）

聴覚障害者用
火災警報器

聴覚障害３級以上※

要
件
等
変
更

品目 対象者の要件
視覚障害者用ポー
タブルレコーダー
（再生専用機）

視覚障害者（児）で必要と
認められる方（原則学齢
児以上）

人工喉頭 音声言語機能障害を有す
る障害者等※

盲人用時計 視覚障害２級以上※
注）※�その他の要件があります。詳しくはお問い合わせく

ださい。

広野台団地内で
速度規制「ゾーン30」を実施
　市街地や住宅が密集する区域の交通事故を防ごう
と、水口町の広野台団地内で車の最高速度を時速３０
ｋｍに制限する「ゾーン３０」が指定されました。市
内では、甲南町耕心区内に続き、2例目の指定です。
　団地内で制限速度を
守ることはもちろん、
他の場所でもスピード
を抑え、安全運転を心
掛けてください。

　

施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
、
利
用
者
の
安
全
を
図
る
た
め
、
適
応
指
導
教
室
水
口
教

室
と
信
楽
教
室
が
移
転
し
ま
す
。

4
　1〜

問い合わせ

発
達
支
援
課

☎
８
６‐８
４
２
２
／

８
６‐８
３
８
０

問い合わせ

草
津
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
０
７
７‐５
６
７‐２
２
２
０

甲
賀
市
役
所　
保
険
年
金
課

☎
６
５‐０
６
８
８
／

６
３‐４
６
１
８

平
成
２７
年
度
国
民
年
金
保
険
料
の

�

学
生
納
付
特
例
申
請
の
受
付
開
始

障害者等日常生活用具給付事業の
給付品目が増えました

水
口
教
室　
新
所
在
地

水
口
町
貴
生
川
5
5
8
番
地

旧
貴
生
川
保
育
園
跡
地�

（
旧
所
在
地　

水
口
町
八
坂
1
番
4
号
）

信
楽
教
室　
新
所
在
地

信
楽
町
長
野
1
2
0
3
番
地

信
楽
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
3
階

（
旧
所
在
地　

信
楽
町
江
田
9
5
8
番
地
2
）

●�

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い�

社
会
を
目
指
し
て

　

４
月
２
日（
木
）は
国
連
が
定
め

る
「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」
で

す
。
ま
た
、
自
閉
症
を
は
じ
め
と

す
る
発
達
障
が
い
の
あ
る
人
が
暮

ら
し
や
す
い
社
会
に
な
る
こ
と
を

め
ざ
し
、
４
月
２
日（
木
）～
８
日

（
水
）は
「
発
達
障
害
啓
発
週
間
」

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

適
応
指
導
教
室
水
口
教
室
・
信
楽
教
室
が
移
転

14平成 27年 4月1日15 平成 27年 4月1日
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創業33年 まごころこめてお手伝い

滋賀ペット葬儀社
湖南市夏見　心塔

お迎え・火葬・納骨供養 年中無休
日本ペットランド

0120-46-1200

＊＊＊
相
談
日
／
毎
週
月・水・金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

＊＊＊
相
談
時
間
／
９
時
か
ら
11
時
30
分
・
14
時
か

ら16
時
30
分（
１
回
に
つ
き30
分
以
内
）

問
・
予
約
／
大
津
地
方
法
務
局
甲
賀
支
局

☎
６
２

－

０
２
５
９

�

甲
南
駅
前
自
動
車
駐
車
場
閉
鎖
の
お
知
ら
せ

　

甲
南
駅
周
辺
整
備
事
業
に
伴
い
、
平
成
28
年

４
月
１
日
か
ら
平
成
32
年
３
月
31
日
ま
で
の
期

間
、
甲
南
駅
前
自
動
車
駐
車
場
を
閉
鎖
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
・
申
／
生
活
環
境
課
　生
活
交
通
係

☎
６
５

－

０
６
８
６　

６
３

－

４
５
８
２

�

甲
南
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー
の�

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
変
更
の
お
し
ら
せ

4
月
1
日
以
降
の
新
番
号

☎
８
６

－

８
１
５
１　

７
０

－

３
３
６
６

問
／
社
会
教
育
課
　青
少
年
育
成
係

☎
８
６

－

８
０
２
２　

８
６

－

８
３
８
０

相
談�
talk

税
理
士
に
よ
る
税
務
相
談

＊＊＊
日
時
／
４
月
15
日（
水
）13
時
30
分
～
16
時
30

分（
受
付
16
時
ま
で
）

＊＊＊
場
所
／
水
口
納
税
協
会
３
階
会
議
室

＊＊＊
定
員
／
予
約
制
で
先
着
６
人（
１
人
約
30
分
）

※
相
談
無
料

問
・
申
／
水
口
納
税
協
会

☎
６
２

－
１
１
５
１　

６
３

－

０
１
７
３

�

信
楽
中
央
病
院　
健
康
塾

＊＊＊
日
時
／
４
月
15
日（
水
）14
時
～
16
時

＊＊＊
場
所
／
信
楽
保
健
セ
ン
タ
ー　

２
階

＊＊＊
内
容
／
講
座
「
高
血
圧
」
血
圧
っ
て
何
？

＊＊＊
講
師
／
病
院
ス
タ
ッ
フ　

他

＊＊＊
定
員
／
約
20
人（
前
日
ま
で
に
要
申
込
）

＊＊＊
参
加
費
／
無
料

問
／
信
楽
中
央
病
院

☎
８
２

－

０
２
４
９　

８
２

－

３
０
６
０

催�

し�
event

わ
く
わ
く
☆
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ�

『
ビ
ー
玉
の
迷
路
作
り
』～
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
～

＊＊＊
日
時
／
４
月
11
日（
土
）10
時
～
12
時

＊＊＊
場
所
／
か
え
で
会
館　

学
習
室

＊＊＊
内
容
／
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
張
り
合
わ
せ
て
ビ
ー
玉

を
転
が
せ
ば
迷
路
の
出
来
上
が
り

＊＊＊
対
象
／
市
内
の
小
学
生　

先
着
15
人

＊＊＊
持
ち
物
／
は
さ
み
、ボ
ン
ド
、ハ
ン
ド
タ
オ
ル
、お
茶

＊＊＊
申
込
方
法
／
電
話
に
て

問
・
申
／
か
え
で
会
館

　

☎
８
６

－

４
３
６
３　

８
６

－

４
９
５
８

�

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー�

甲
賀
シ
ル
バ
ー
大
学
写
真
ク
ラ
ブ
作
品
展

＊＊＊
日
時
／
４
月
20
日（
月
）～
５
月
13
日（
水
）平
日
の

８
時
30
分
～
17
時
15
分（
最
終
日
は15
時
ま
で
）

＊＊＊
場
所
／
土
山
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー

問
／
土
山
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

☎
６
６

－

１
１
０
１　

６
６

－

１
５
６
４

�

き
ま
ぐ
れ
「
し
ぜ
ん
さ
ん
ぽ
」�

（
短
時
間
の
自
然
観
察
ガ
イ
ド
）の
ご
案
内

＊＊＊
日
時
／
４
月
25
日（
土
）14
時
～
15
時

＊＊＊
場
所
／
自
然
館
前
に
集
合

＊＊＊
申
込
／
不
要
・
先
着
15
人　

※
無
料

問
・
申
／
み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
自
然
館

☎
６
３

－

６
７
１
２　

６
３

－

０
４
６
６

�

樹
木
の
観
察
・
解
説
＆
樹
名
板
を
つ
け
よ
う
！

＊＊＊
日
時
／
４
月
26
日（
日
）10
～
12
時

＊＊＊
場
所
／
自
然
館
前
に
集
合（
園
内
）

＊＊＊
対
象
／
小
学
１
年
生
以
上
向
け（
大
人
の
み
歓
迎
）

＊＊＊
申
込
／
参
加
者
全
員
の
氏
名
・
電
話
番
号
・（
子
ど

も
は
年
齢
か
学
年
）を
４
月
24
日（
金
）17
時
ま
で
に
。

＊＊＊
持
ち
物
／
野
外
用
の
服
装
で　

※
無
料

問
・
申
／
み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
自
然
館

☎
６
３

－

６
７
１
２　

６
３

－

０
４
６
６

お
し
ら
せ�

notification

夜
間
・
休
日
お
薬
相
談
窓
口
開
設

　

夜
間
や
休
日
に
薬
の
こ
と
で
困
っ
た
ら
、甲
賀

湖
南
薬
剤
師
会
「
夜
間
・
休
日
お
薬
相
談
窓
口
」

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
薬
剤
師
が
お
答
え
し
ま
す
。

＊＊＊
開
設
時
間
／
夜
間
：
21
時
～
翌
朝
９
時�

　
　
　
　
　

休
日
：
終
日

問
／
夜
間
・
休
日
お
薬
相
談
窓
口

☎
３
２

－

５
５
３
０

�

Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
施
設
変
更
の
お
知
ら
せ

　

施
設
の
廃
止
に
伴
い
、
３
月
15
日
号
で
お
知
ら

せ
し
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
施
設
が
、
次
の
と
お
り
変
更

と
な
り
ま
し
た
。

変
更
前　

に
ん
く
る
児
童
館

変
更
後　

教
育
総
務
課
（
貸
出
用
）

問
／
危
機
管
理
課

☎
６
５

－

０
６
６
５　

６
３

－

４
６
１
９

�

水
口
歴
史
民
俗
資
料
館�

無
料
開
放
の
お
し
ら
せ

　

水
口
曳
山
祭
の
開
催
に
あ
わ
せ
、
水
口
歴
史

民
俗
資
料
館
を
無
料
開
放
し
ま
す
。

＊＊＊
日
時
／
４
月
20
日（
月
）10
時
～
17
時

問
／
水
口
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
６
２

－

７
１
４
１　

６
３

－

４
７
３
７

�

平
成
27
年
度
固
定
資
産
税
評
価
額
の
縦
覧

　

ご
自
分
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
が
適
正
で

あ
る
か
を
判
断
す
る
た
め
、縦
覧
帳
簿
で
他
の
土

地・家
屋
の
価
格
と
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

縦
覧
で
き
る
方
は
、市
内
に
土
地
・
家
屋
を
所

有
さ
れ
る
固
定
資
産
税
納
税
者
本
人
か
、委
任
状

に
よ
り
委
任
を
受
け
た
方
に
限
り
ま
す
。

＊＊＊
日
時
／
４
月
１
日（
水
）～
６
月
１
日（
月
）８
時

30
分
～
17
時
15
分（
土・日
曜
日
、祝
日
は
除
く
）

＊＊＊
場
所
／
市
役
所
水
口
庁
舎　

税
務
課

※
縦
覧
の
際
に
は
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の（
運

転
免
許
証
や
５
月
中
旬
発
送
予
定
の
固
定
資

産
税
納
税
通
知
書
な
ど
）と
印
鑑
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

問
／
税
務
課

　資
産
税
係

☎
６
５

－

０
６
８
０　

６
３

－

４
５
７
４

�

法
務
局
の
登
記
相
談
は
予
約
が
必
要
で
す

　

法
務
局
に
お
け
る
登
記
申
請
に
関
す
る
相
談

は
、
昨
年
11
月
か
ら
事
前
の
予
約
が
必
要
に
な

り
ま
し
た
の
で
、
電
話
ま
た
は
窓
口
で
相
談
希
望

日
時
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

日 曜日 利用予定時間 事業・大会名等
5・26 日 8：30～16：00 高松宮賜杯軟式野球大会（成人）
6・13・
20・27 月 8：30～17：00 平成27年度春季リーグ戦（京滋大学）

11 土 8：30～17：00 西日本軟式野球大会　県予選大会（成人）

12 日 9：00～15：00 甲賀市シニアベースボールリーグ戦
18・19・
(25) 土・日 9：00～17：00 都市対抗滋賀1次予選大会(25日予備日)

甲賀市民スタジアム　4月　利用予定

多目的グラウンド　4月　利用予定
日 曜日 利用予定時間 事業・大会名等

5・（7） 日・(火) 9：00～16：00 甲賀市ふれあいグラウンド・ゴルフ大会(7日予備
日)

11・19 土・日 9：00～17：00 高円宮杯U-18滋賀県リーグ
18 土 9：00～17：00 高円宮杯U-15サッカーリーグ

25・（28） 土・(火) 9：00～15：00 体協会長杯争奪グラウンド・ゴルフ大会(28日予
備日)

26 日 9：00～17：00 クラブユース選手権（中学生）
30 木 11：00～14：00 色別ハイキング・歓迎会

陸上競技場　4月　利用予定
日 曜日 利用予定時間 事業・大会名等

4・5・11・
18・29

土・
日・祝 9：00～17：00 甲賀市陸協・マスターズ交流練習会

12 日 9：00～17：00
プレナスチャレンジリーグ（3部リーグ）
バニーズ京都�VS�静岡産業大学磐田ポニータ
入場料　無料　　キックオフ　14：00"

19 日 9：00～17：00 関西サッカーリーグ（社会人）

25 土 9：00～17：00
JFLリーグ戦　Mi-oびわこ滋賀�VS�奈良クラブ
入場料　一般　1,000円　小・中・高校生　500円
キックオフ　13：00

26 日 9：00～17：00 第1回甲賀市陸上記録会

水口スポーツの森へ行こう
4月の催し

●年間予約していない一般利用者のための確保日（7月分）のお知らせ
　・野球場（市民スタジアム）……7月4日（土）・12日（日）
　・多目的グラウンド……………7月11日（土）・26日（日）
　・甲賀市陸上競技場……………7月5日（日）
7月分の利用申し込み締切日：4月28日（火）　※抽選日：5月3日（日）

問／水口スポーツの森　☎・ 62‐7529

病院・施設お迎え　もしも・・・の時に
甲賀斎苑ご利用でのご葬儀
　　　　　　　自宅ご葬儀も承ります

かふか（甲南・甲賀）セレモニーホール
（株）水口福祉社 TEL62-3055
本社　甲賀市水口町高塚8-1　FAX 62-3127

甲賀市水口スポーツの森に
指定管理者制度を導入します
　水口スポーツの森が４月から指定管理者によ
る管理・運営となります。今後、民間のノウハ
ウを活かしたサービス向上やスポーツ環境の充
実に努めてまいります。
　なお、施設利用に関する手続きや使用料など
は従来と変わりません。
●指定管理者／㈱サンアメニティ
●指 定 期 間／３年�
　（平成27年4月1日～平成30年3月31日）

甲 賀 市 甲 南 町 池 田 2 3 8 6

快適で安心な  “木の家づくり
”新築　増改築　リフォーム　古民家再生

創業56年 田 中 一 級 建 築 士 事 務 所

㈱ 田 中 工 務 店
TEL 86-3669　FAX 86-5021

どのような小さな工事でもお気軽にご相談ください
一生懸命心をこめてお手伝いさせていただきます
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伊賀市 甲賀市 亀山市

vol.51

編
集
後
記

　

文
科
省
か
ら
「
高
校
3
年
生
の
英
語
力
は

国
際
基
準
の
中
学
生
レ
ベ
ル
」
と
の
調
査
結

果
が
発
表
さ
れ
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
内
に
は
、
約
２
，５
０
０
人
も
の
外
国
籍

住
民
が
暮
ら
し
、
海
外
姉
妹
都
市
と
の
交
流

も
行
わ
れ
る
な
ど
、
外
国
と
の
接
点
は
意
外

と
身
近
な
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
環
境

を
活
か
し
、
交
流
を
楽
し
み
な
が
ら
異
な
る

文
化
や
言
語
へ
の
理
解
を
深
め
る
―
。
そ
ん

な
国
際
交
流
の
カ
タ
チ
が
も
っ
と
広
が
れ
ば

語
学
力
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　
「
で
あ
い
こ
う
か
」
で
紹
介
し
た
サ
ッ
カ
ー

の
奥
川
選
手
。
海
外
で
の
プ
レ
ー
を
見
据
え
、

語
学
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
世

界
を
相
手
に
、
大
い
な
る
活
躍
を
期
待
し
て

い
ま
す
。�

熊

編集・発行
●甲賀市役所
　〒528-8502�甲賀市水口町水口6053番地
　☎0748－65－0650　 0748－63－4554
●甲南庁舎（甲賀市甲南町野田810番地）
◯上下水道部
　☎0748－86－8000　 0748－86－8032
◯教育委員会
　☎0748－86－8002　 0748－86－8380
●市民窓口センター（甲賀市水口町水口6053番地）
　☎0748－62－1621　 0748－63－4086

●土山地域市民センター（甲賀市土山町北土山1715番地）
　☎0748－66－1101　 0748－66－1564
●甲賀大原地域市民センター（甲賀市甲賀町相模173番地４）
　☎0748－88－4101　 0748－88－3104
●甲南第一地域市民センター（甲賀市甲南町野田810番地）
　☎0748－86－4161　 0748－86－8029
●信楽地域市民センター（甲賀市信楽町長野1203番地）
　☎0748－82－1121　 0748－82－3415
※�上記4つの地域市民センターは、旧支所の地域市民センターで、従来の
　支所機能を有します。

業務時間／8時30分〜17時15分（窓口延長日を除く）

　春の恒例イベント伊賀上野NINJAフェスタでは
忍者に変身できる「忍者変身処」や手裏剣打ちなど
忍者修行ができる「まちかど忍者道場」で忍者気分
を満喫できます。愛犬も忍者犬に変身できますよ。
また、まちなかに
不定期で出没する
忍者とジャンケン
で対決!
　勝つと伊賀名物
「かたやき」がプレ
ゼントされます。
４月18日（土）に
は「戦国時代へタイ
ムスリップ！！伊
賀の国コスプレ　
春の陣2015」を行
います。コスプレ
イヤーも集結!!

と 　 き　４月４日（土）～５月６日（水・振替）主に土日祝
と こ ろ　伊賀市街地
アクセス　伊賀鉄道上野市駅下車すぐ
問 合 先　�伊賀上野NINJAフェスタ実行委員会事

務局（伊賀市観光戦略課内）� �
http://www.iga.ne.jp/~ninjafesta/�
☎0595-22-9670（平日のみ）�
☎080-8979-0691  
（期間中の土・日・祝　9時〜18時）

亀山市桜まつり 伊賀上野NINJAフェスタ2015

～春の穏やかなひとときを～ ～伊賀上野　春は忍者で　おもてなし～
　満開の桜をお楽しみいただきながら、亀山城周
辺の文化財や、関宿の町並みにもお立ち寄りくだ
さい。４月12日（日）には、「桜の名所と歴史ロマ
ンを訪ねる」ウォーキングも開催されます。

●亀山城桜まつり　
と 　 き　４月５日（日）10時～ 15時
と こ ろ　旧亀山城多門櫓周辺（本丸町）
内 　 容　子ども写生大会、ふれあいブースなど
アクセス　�東名阪自動車道「亀山IC」より亀山方面

へ約10分

●観音山春まつり
と 　 き　４月12日（日）10時～ 14時　
と こ ろ　観音山公園一帯（関町新所）
内 　 容　宝さがし、煎茶茶席、各種バザーなど
アクセス　�東名阪自動車道「亀山IC」より関方面へ

約10分
問 合 先　�亀山市観光協会　☎0595-97-8877

亀山市 伊賀市

春のどかな 信楽のまちなかを 散策しませんか

春
の
信
楽

ア
ー
ト
な
歩
き
方

ぶ
ら
り

窯
元
め
ぐ
り

第
10
回

●�

期
間
／
４
月
４
日（
土
）～

５
月
10
日（
日
）

●�

内
容
／
31
軒
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
、
ク
ラ
フ
ト
シ
ョッ

プ
、
陶
芸
家
の
工
房
が

そ
れ
ぞ
れ
の
企
画
展
や

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
よ
る

プ
レ
ゼ
ン
ト
抽
選
会
も
実
施
し
ま
す
。

●
場
所
／
信
楽
一
円

●�

問
／
春
の
信
楽
・
ア
ー
ト
な
歩
き
方

実
行
委
員
会　

☎
８
３‐１
１
７
７

●
期
間
／
4
月
17
日（
金
）～
4
月
19
日（
日
）

●�

内
容
／
19
の
窯
元
が
様
々
な
企
画
で

お
も
て
な
し
し
ま
す
。

●�

場
所
／
信
楽
町
窯
元
散
策
路
各
所（
信

楽
一
円
）

●
問
／
信
楽
窯
元
散
策
路
の
Ｗ
Ａ

　

☎
８
２‐０
０
３
３
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「広報あいこうか」がホームページでも
ご覧いただけます！
甲賀市ホームページ
http://www.city.koka.lg.jp/
甲賀市facebook�ページ
http://www.facebook.com/city.koka

行政情報番組「きらめきこうか」
市政情報や地域の催しなどを放映してい
ますので、ぜひご覧ください。（※あいコム
こうか光テレビの有料契約が必要となります）

甲賀市の人口の推移

総数 92,697 （ー24）人

男 46,093 （ー24）人

女 46,604 （±0）人

世帯数 33,839 （+16）世帯

H27.2.28 現在　（�）内は前月比

４月の延長窓口は
７日、１４日、２１日、２８日です。
　毎週火曜日は市民課および旧支所である地域市民
センターで、戸籍・住民票・税関係などの証明書発行
等を夜の７時まで延長しています。
※�ただし、延長窓口ではお受けできない業務が
ありますので、対応できる内容については下
記までお問い合わせください。

問い合わせ　市民課　戸籍住民係
☎ 65‐0683 65‐6338

広
報

 あ
い

こ
う

か
�4月
1日
号
�【
N
o.235】�2015.4.1�発

行
自
然
保
護
の
た
め
、
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
お
よ
び
石
油
系
成
分
の
少
な
い

植
物
油
性
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

紅葉のオペレッタ
多羅尾小学校　5年生　髙

たか

畑
は た

　心
こ

々
こ

奈
な

さん

三
つ
目
の
大
入
道

甲
南
第
三
小
学
校　
6
年
生　

宿し
ゅ
く

谷た
に　

星せ
い

太た

さ
ん

家
庭
科
の
時
間

伴
谷
東
小
学
校　
6
年
生　

加か

藤と
う　

暖は
る

菜な

さ
ん

私の「であい・こうか八景」 「であい・こうか八景」をテーマとしたフォトコンテストに
ご応募いただいた作品を紹介します。

問い合わせ ： 広報課　☎65‐0675／ 63‐4619

鎌か

ま

だ田　
富ふ

じ

こ

士
子
さ
ん

�

（
甲
南
町
希
望
ヶ
丘
）

［
撮
影
場
所
：
甲
南
町
甲
南
駅
］

長は

せ

が

わ

谷
川　
悟さ

と
る

さ
ん

�

（
滋
賀
県
栗
東
市
）

［
撮
影
場
所
：
土
山
町
地
安
禅
寺
前
］

鎌か

ま

だ田　
富ふ

じ

こ

士
子
さ
ん

�

（
甲
南
町
希
望
ヶ
丘
）

［
撮
影
場
所
：
水
口
町
］

山や

ま

だ田　
つ
と
む
さ
ん

�

（
滋
賀
県
野
洲
市
）

［
撮
影
場
所
：
信
楽
町
畑
］

甲
賀
の
里
を
望
む

無
題

甲
賀
の
に
ぎ
わ
い

「
道
中
舞
」

豊
か
な
田
園

「
甲
賀
の
大
地
で
大
き
く
な
あ
れ
」

陶
都
の
山
容

「
妖
艶
都
し
だ
れ
」




